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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
五
十
三
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

『
夜
あ
け
朝
あ
け
』―

住
井
の

書
き
下
ろ
し
小
説―

第
８
回
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞

　

住
井
が
書
き
下
ろ
し
た
小
説『
夜
あ
け
朝

あ
け
』は
昭
和
29
年（
１
９
５
４
年
）６
月
に

新
潮
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
こ
の
年
の
第
８

回
毎
日
出
版
文
化
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
11
月
１
日
の
毎
日
新
聞
に
は
、

住
井
す
ゑ
が
、
ほ
か
の
受
賞
者
と
一
緒
に

写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
４

日
に
は
授
賞
式
の
模
様
が
報
道
さ
れ
、「
時

の
人
」の
欄
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
ま
で

掲
載
さ
れ
、
住
井
は
一
躍
有
名
人
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
住
井
の
二
女（
増
田
）
れ
い

子
は
、
そ
の
前
年
、
東
京
大
学
を
卒
業
し
て
、

毎
日
新
聞
社
に
女
性
記
者
第
１
号
と
し
て

入
社
し
て
お
り
、「
時
の
人
」の
記
事
は
、
デ

ス
ク
の
命
令
で
彼
女
が
書
い
た
。『
生
活
は

文
学
を
す
る
た
め
に
あ
る
』と
い
う
母
の
コ

メ
ン
ト
を
娘
が
記
事
に
し
た
。

劇
団
民
藝
で
映
画
化

　

『
夜
あ
け
朝
あ
け（
※
１
）』は
、
敗
戦
間
も

な
い
農
村
で
取
材
し
た
少
年
小
説
と
い
う
評

価
を
得
、
劇
団
民
藝
で
映
画
化
さ
れ
、
昭
和

31
年（
１
９
５
６
年
）９
月
に『
あ
や
に
愛か
な

し

き（
宇
野
重
吉
監
督
）』と
の
２
本
立
て
で
、
都

内
の
松
竹
座
、
文
芸
座
、
グ
ラ
ン
ド
・
オ
デ

オ
ン
と
横
浜
の
レ
ア
ル
ト
で
封
切
ら
れ
た
。

　

劇
団
民
藝
は
滝
沢
修
、
宇
野
重
吉
、
北

林
谷
栄（
※
２
）ら
が
昭
和
25
年（
１
９
５
０

年
）に
創
立
。
以
来「
心
に
明
る
い
火
を
点
ず

る
よ
う
な
、
生
き
て
ゆ
く
よ
ろ
こ
び
と
も
な

り
勇
気
づ
け
と
も
な
る
よ
う
な
」演
劇
芸
術

を
つ
く
り
だ
そ
う
と
公
演
活
動
を
続
け
て

き
て
、
今
年
創
立
60
周
年
を
迎
え
て
い
る
。

　

映
画『
夜
あ
け
朝
あ
け
』
は
昭
和
30
年

（
１
９
５
５
年
）４
月
に
結
城
市
内（
旧
絹
川

村
）で
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
以
来
、
７
回
の

現
地
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
約
４
分
の
３
の
撮

影
が
終
わ
り
、
翌
31
年
２
月
に
全
製
作
が

完
了
し
て
い
る
。

　

第
１
回
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
結
城
市

内
の
旅
館
に
泊
ま
っ
て
仕
事
を
し
た
が
、
第

２
回
目
か
ら
は
宿
泊
な
ど
の
経
費
を
で
き

る
だ
け
切
り
詰
め
て
製
作
費
に
入
れ
よ
う

と
、
布
団
を
作
り
、
農
家
や
役
場
に
分
泊

し
て
撮
影
を
続
け
た
。『
月
刊
民
藝
の
仲
間
』

（
１
９
５
６
年
１
月
１
日
号
）に
よ
れ
ば
、
朝

は
５
時
に
起
床
し
、
夜
は
11
時
ま
で
と
い

う
仕
事
が
一
週
間
も
続
き
、
そ
れ
で
も
寸
時

の
休
憩
も
な
く
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
、
土
地
の

人
た
ち
も「
映
画
の
人
の
よ
く
働
く
の
に
は

驚
い
た
」と
正
直
に
感
心
し
て
い
た
。

　

一
方
、
ス
タ
ッ
フ
と
主
た
る
配
役
は
次
の

よ
う
だ
。

【
ス
タ
ッ
フ
】

〈
製
作
〉大
塚
和
、
松
丸
青
史

〈
原
作
〉住
井
す
ゑ

〈
脚
色
〉片
岡
薫

〈
監
督
〉若
杉
光
夫

〈
撮
影
〉前
田
実

〈
音
楽
〉斎
藤
一
郎

〈
配
役
〉
奥
山
え
つ
子
役
…
遠
井
慶
子
、
奥

山
正
司
役
…
吉
田
隆
、
奥
山
マ
サ
役
…

乙
羽
信
子
、
奥
山
ウ
ネ
役
…
北
林
谷
栄
、

日
高
三
平
役
…
宇
野
重
吉
、
日
高
す
え

役
…
小
夜
福
子
、
日
高
た
ね
役
…
三
崎

千
恵
子
、
日
高
万
作
役
…
山
内
明
、
新

聞
記
者
役
…
大
森
義
夫
、
中
学
校
の
先

生
役
…
内
藤
武
敏
、
小
学
校
の
先
生
役

…
奈
良
岡
朋
子
、
傘
修
繕
屋
役
…
佐
野

浅
夫
、
お
か
み
さ
ん
役
…
細
川
ち
か
子

※
１　

昭
和
47
年（
１
９
７
２
年
）の
１
月

25
日
と
２
月
１
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
２

の『
名
作
を
た
ず
ね
て（
中
学
校
国
語
）』で

『
夜
あ
け
朝
あ
け
』が
放
送
さ
れ
て
い
る
。

※
２　

滝
沢
と
宇
野
は
戦
前
に
新
劇
界
に

入
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
苦
難
の
活
動

で
あ
っ
た
。

■
本
紙
掲
載
に
際
し
て
劇
団
民
藝
よ
り
、

取
材
協
力
と
貴
重
な
諸
資
料
の
提
供
を

い
た
だ
い
た
。

�『
巨
匠
』。
劇
団
民
藝
60
周
年
記
念
＝
平
成
22

年（
２
０
１
０
年
）
１
・
２
月
の
東
京
六
本
木

の
俳
優
座
劇
場
で
の
上
映
シ
ー
ン
。
ド
イ
ツ

の
ヒ
ト
ラ
ー
総
統
率
い
る
ナ
チ
ス
に
よ
る
占

領
下
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
。
左
か
ら
ゲ
シ
ュ

タ
ポ（
秘
密
国
家
警
察
官
）
役
の
鈴
木
智
、
通

訳
役
の
安
田
正
利
、
老
人
役
の
大
滝
秀
治―

撮
影
谷
古
宇
正
彦
。
※
木
下
順
二
作
、
内
山

鶉
演
出
。
ジ
ス
ワ
フ
・
ス
コ
ウ
ロ
ン
ス
キ
作

『
巨
匠
』に
拠よ

る
。
劇
団
民
藝
提
供
。

�新潮社刊『夜あけ朝あけ』

－犬田家提供－

�映画『夜あけ朝あけ』の主人公兄

妹。－月刊民藝の仲間（1955年

10月1日号）より転載－

　右から武（屋代将之）、えつ子（遠井慶

子）、みどり（小川英子）、正司（吉田隆）


